
方向性Ⅰ　男女共同参画社会の実現に向けた意識形成

施策分野１　男女共同参画に関する意識の醸成

基準値 目標値 令和７年度末実績

　３４．０％
令和２年度実施

４０．０％
３５．０％

令和６年度実施

施策１　男女共同参画に係る意識啓発の推進

NO　１
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

NO　２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・退職後の男性が自分で料理をすることにより、食の自立
と家事分担ができるようになることを目指し、おおむね５
５歳以上の男性で料理経験が少ない方を対象に講座を実施
した。
事業名：中央公民館主催事業市民大学「男性の料理教室」
テーマ：～簡単!カレー風味に挑戦!!～
実施日：令和８年２月１３日
講　師：地域活動栄養士会のらぼうず代表 青木博美ほか
参加人数：２３人（２０人の定員に３人追加して実施）
参加者アンケートでは、「指導が丁寧で分かりやすかっ
た｣｢手順を事前に見せていただいたので、大変やりやす
かった｣｢日々の料理の参考にしたい｣｢次回も参加したい｣
との声があり、大変好評であった。

施策分野１の数値目標

「男女共同参画社会とはどのようなことか」を「知っている」比率
（市民アンケート調査による）

　男女共同参画社会の実現に向けて、男女共同参画に係る情報提供や講座の実施等により、意識啓発に取り組みます。

事　業　内　容 担当課：企画政策課

男女共同参画推進に向けた国や東京都、市の政策や取組等の情報提供を行い、男女共同参画の意識啓発を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：生涯学習推進課

男女平等の視点に立った各種講座等の充実を図る。

令和７年度

事業実績

　一人一人が人権を尊重し、性別や年齢、国籍等に関わりなく、多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の実現のためには、男女共同参画に関する理解を深めることが
重要です。
　このため、男女共同参画社会、多様性を認め合う社会や多文化共生社会の実現に向け、男女共同参画に関する情報提供や、性的マイノリティに対する正しい理解の促
進、国籍・文化等が異なる方々との相互理解の促進に関する取組を進めます。

男女共同参画に関する意識啓発活動の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の
視点からの評価

・なし

・引き続き、市広報、市ホーム
ページ、ＳＮＳ等による情報発
信や、国が定める啓発週間・月
間に合わせて設置する特設コー
ナー等での情報提供を行い、男
女共同参画の意識啓発を図る。
・引き続き、男女共同参画に関
する職員向け研修等について、
東京都等から情報提供があった
場合は全庁的に共有する。

Ａ Ａ
実績内容

・国が定める各啓発週間・月間に合わせ、市広報、市ホー
ムページへの記事掲載、ポスター、啓発カードの掲示・配
布を行った。周知の際には情報を届けるターゲットを明確
にし、若年層に対しては学校や図書館で実施するととも
に、ＳＮＳの活用による情報提供及び意識啓発を実施した
（広報掲載４回、市ホームページ更新６回、ＳＮＳ投稿２
回）。
・女性に対する暴力をなくす運動期間内に開催された産業
祭において、周知・啓発を目的に森っこサンちゃんを活用
し、若年層を中心に啓発カードを配布した（啓発カード５
０枚）。
・男女共同参画週間では、市役所１階に啓発コーナーを設
置し、男女共同参画に関する資料の展示を行った。新たな
取組として、同期間に、関係部署との連携により、公民館
及び図書館における、男女共同参画関連資料・図書の展示
を行った。
・年間を通じて、国、東京都等が発行するチラシ、リーフ
レット等を窓口に配置した（窓口等での情報提供５５
件）。
・職員掲示板において、東京ウィメンズプラザ主催のオン
ライン研修「ジェンダー平等を学んでＳＯＧＩを理解す
る！ ～性的マイノリティへのよりよい対応のために知って
おきたいこと～」の周知を行った。

男女平等の視点に立った各種講座等の充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・退職後の男性の食の自立と家
事分担ができるようになること
を目指して、引き続き「男性の
料理教室」を実施する。
・参加人数を増やすため、引き
続き中央図書館など１４の公共
施設へポスター・チラシを配架
してＰＲに努める。

Ａ Ａ



NO　３
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

施策２　多様性や多文化共生への理解の促進

NO　４
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：生涯学習推進課

公募による実行委員会を組織し、委員が互いに理解を深め合いながら交流する中で、市民参画による男女共同参画意識啓発のためのフォーラムを実施する。

令和７年度

事業実績

　ＬＧＢＴ等の性的マイノリティに関する正しい理解の促進や、国際理解を深めるための周知啓発等を行うとともに、多様性を認め合う社会及び多文化共生社会の実現に
向けて、人権等に関する相談の実施、多言語翻訳機による外国人支援等の取組を進めます。

事　業　内　容 担当課：企画政策課

性的マイノリティを含む多様な性に関する理解や国際理解のための周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

女と男のライフフォーラムの実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・市民参画による男女共同参画
意識啓発の事業として、第２７
回女と男のライフフォーラムを
実施する。
・実施に当たっては、市民公募
の実行委員会を組織し、研修・
情報交換等により男女共同参画
プランの理解を深めた上で企
画・運営に当たる。

Ａ Ａ
実績内容

・市民公募による実行委員が男女共同参画に関する研修を
受け、更に意識を高めた上で、男女共同参画プランに基づ
いて「第２６回女と男のライフフォーラムinあきる野」を
企画・実施した。実施に当たっては、より多くの方に参加
いただけるよう、手話通訳を配置するとともに、子どもを
預けられない方への保育を実施した。また、自宅等からも
参加できるよう、リモートライブ配信を実施した。
事業名：第２６回女と男のライフフォーラムinあきる野
テーマ：「介護は突然やってくる～家族の介護でパニック
になる前に～」
実施日：令和８年３月１日
内　容：第１部 講演会、第２部 交流広場（質疑応答等）
講　師：結城　康博（淑徳大学総合福祉学部教授）
参加人数：７９人（会場：７３人、リモート：６人）
保育利用者：０人
実行委員：５人（会議９回開催）
図書資料の展示：これまで実施したフォーラムの記録集に
加え、講師の著書や男女共同参画に関連する図書資料（絵
本から国の男女共同参画に関する計画書に至る各種資料、
合計６１冊）を、フォーラムの開会前や休憩時間等に気軽
に手にすることができるよう、会場内に展示した。多くの
方が手に取って資料を閲覧していた。
実行委員便りの発行：フォーラムの事業周知と男女共同参
画の意識啓発として、「実行委員便り」を１回発行し、市
内公共施設等で配布した。
参加者アンケート（回収率６０.８％）：講演内容・講師
ともに高い評価（９８％）を得ており、講演をきっかけに
考え方や意識が変わったとの回答も８割を超え、意識の高
揚に大きく貢献することができた。

性の多様性や多文化共生に関する周知啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・これまでの外国人住民等への
ヒアリングで把握した困りごと
に対する支援内容を検討した結
果、外国人住民が必要とする情
報の発信、国際化関係団体の活
動継続に向けた支援を実施する
必要がある。様々な角度から対
象を検討し、外国人住民の困り
ごと等の把握を行う必要があ
る。
・「やさしい日本語」の活用に
係る全庁的な周知に際しては、
庁内における活用状況の把握、
具体的な活用方法等の検討が必
要である。
・多言語翻訳機の利用を促進す
るため、庁内周知を行う必要が
ある。
・多様な性や多文化共生への理
解促進及び周知啓発を行うに当
たり、当事者の気持ちやニーズ
に寄り添った取組や周知方法の
検討が必要である。

・外国人住民の困りごと等の把
握について、市で外国人対応を
行っている部署、外国人を雇用
している市内の事業所など、外
国人とつながりのある団体への
協力依頼や、ｗｅｂアンケート
等の対面によらない方法も検討
し、ヒアリングを実施する。
・外国人住民が必要としている
情報の提供、国際化関係団体へ
の支援について、ホームページ
等の市の広報媒体を活用する。
・庁内における「やさしい日本
語」の活用状況を把握し、具体
的な活用方法等を検討する。
・窓口等において外国人住民が
相談しやすい環境を整えるた
め、マニュアルやチラシを関係
部署に配付し、多言語翻訳機の
利用に関する周知を行う。
・引き続き、国が定める啓発週
間・月間に合わせて、特設コー
ナーなどの設置を実施し、より
多くの市民の目に触れるよう、
情報発信の機会を増やしてい
く。
・これらの取組及び市の取組の
紹介を通じて、市民が多文化共
生という言葉に触れる機会を作
り、認知度の向上を図る。

Ｂ Ｂ
実績内容

・外国人住民等へのヒアリングを実施する予定でいたが、
対象者の選出が課題となり、実施できなかった。
・「やさしい日本語」について、外国人住民への情報発信
を行う部署からの求めに応じて情報提供を行った。
・多言語翻訳機の利用に関するマニュアルやチラシの作成
を進めた。また、庁内周知に向けて関係部署との調整を
行った。（翻訳機利用実績：１４件）
・男女共同参画週間では、市役所１階に啓発コーナーを設
置し、性の多様性や多文化共生に関する資料の展示を行っ
た。また、新たな取組として、同期間に、関係部署との連
携により、公民館及び図書館における、男女共同参画関連
資料・図書の展示を行った。



NO　５
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・人権擁護委員による「人権身の上相談」として、定例相
談を市役所及び五日市出張所で、特設相談をあきる野ルピ
アで実施した（相談件数８件）。また、人権週間等で啓発
資料を配布した。

NO　６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
・外国人に対する窓口対応として、市民課窓口等で多言語
翻訳機を使用した。（令和７年度合計１４件）

施策分野２　男女共同参画に関する教育の推進

施策１　学校における人権・男女平等に関する教育の推進

NO　７
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間指導計画や人権教育の課題を踏まえ、人権教育の視
点を明確にした学習指導を充実させるよう、教職員への周
知徹底を図った。
・東京都人権尊重教育推進校である前田小学校の研究発表
に全教職員が参加し、人権教育の一層の充実を図った。

NO　８
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間指導計画や人権教育推進上の課題を踏まえ、人権教
育の視点を明確にした学習指導の充実に向けて徹底を図っ
た。
・教職員の職層に応じた研修を体系化し、人権尊重の理念
への理解を深めるとともに、共通認識に基づいた指導体制
を構築した。
・東京都教育委員会人権尊重教育推進校である前田小学校
の研究発表会に、市内全教職員が参加し、先進的な取組の
共有と人権教育の一層の普及を図った。

NO　９
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：市民課

人権問題や家庭での悩みごとなど、人権相談を実施する。また、性的マイノリティに関する相談があった場合には、東京都などの専門の相談機関につなげ、対応する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：市民課

日本語以外を母国語とする外国人等に対し、行政手続等を円滑に行えるよう、多言語翻訳機の利用促進を図る。

令和７年度

事業実績

　男女共同参画社会を実現するため、学校教育等において様々な機会を捉え、人権・男女平等意識を高める教育に取り組みます。

事　業　内　容 担当課：指導室

各学校において人権教育全体計画と年間指導計画を作成し、各教科や特別の教科である道徳、特別活動等を通して人権教育の充実を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：指導室

人権教育推進委員会において、研修や情報交換等を通して、指導の充実を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：指導室

学校、家庭、地域が連携し、児童・生徒の豊かな心を育むことを目的に実施する道徳教育の充実を図る。

令和７年度

事業実績

人権等に関する相談の実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・人権身の上相談の実施（定例
相談、特設相談）。また、啓発
資料を配布する。 Ａ Ａ

多言語翻訳機の活用による窓口における支援

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・翻訳機が必要となった部署に
貸出しを行う。 Ａ Ａ

　男女共同参画社会の実現を図るためには、性別・年代に関わりなく、家庭や地域において、子どものときから男女平等及び人権尊重の意識を高めていくことが重要で
す。
　このため、学校や地域における学習機会の提供など、男女共同参画に関する教育活動を推進します。

学校における人権教育の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・研究発表会等で得た知見を、
各校の日常的な授業改善や具体
的な指導の変容にまでつなげる
プロセスに差がある。
・教職員の意識は高まったが、
児童・生徒が人権を自分事と捉
え、行動に移せているかを客観
的に評価する仕組みが不足して
いる。

・日常の授業や教育活動全体を
通して、人権尊重の視点に立っ
た指導を常に徹底し、定着させ
る。
・子ども自身が人権課題に気付
き、対話を通して主体的・協働
的に解決を図る力を育てる。

Ｂ Ｂ

人権教育推進のための指導の充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・人権教育推進委員を中心とし
た校内推進体制を強化し、各校
の特色や児童・生徒の実情に即
した指導内容の充実と、実践の
更なる普及を図ることが必要で
ある。

・各校の全体計画・年間指導計
画に基づいた実践を検証し、人
権の視点を全ての教育活動に一
層定着させるためのＰＤＣＡサ
イクルを確立する。
・前田小学校の先進事例を踏ま
え、各校の特色や児童・生徒の
実態に応じた実践の展開を推進
する。
・推進担当者を中心とした校内
研修を継続し、全教職員が日常
的に人権尊重の視点を持って指
導にあたる組織文化を醸成す
る。

Ｂ Ｂ

道徳教育の充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・学校・家庭・地域による三者
の協力体制を一層強固にするた

・道徳教育推進教師を核に、地
域住民等の参画を得た体験的・
対話的な授業を創出するととも

Ｂ Ｂ



実績内容
・市内全小・中学校で道徳授業地区公開講座を実施し、学
校・家庭・地域が意見交換を行うとともに、各学校で重点
とする道徳的価値について共通理解を深めた。

の協力体制を一層強固にするた
め、意見交換会への参加促進を
図るとともに、より多角的かつ
活発な議論が展開されるような
運営上の工夫が必要である。

対話的な授業を創出するととも
に、各校の重点目標や地域特性
に応じたテーマによる意見交換
会を開催し、学校・家庭・地域
の三者による道徳教育の共通理
解を深化させる。

Ｂ Ｂ



NO　１０
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
・東京都教育委員会と連携し、研修会に各校から参加する
とともに、校内において人権教育プログラムを活用した研
修を実施するよう周知を図った。

施策分野３　連携・協働による男女共同参画の推進

施策１　市民との協働による施策の推進

NO　１１
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・男女共同参画推進市民会議において、令和６年度の進捗
状況を確認及び評価し、その結果を公表した。
・進捗状況の評価を今年度の事業に生かせるよう、令和７
年８月５日、１２月１６日、令和８年３月２７日に市民会
議を実施した。
市民会議開催回数：３回

NO　３
事業名

方向性Ⅱ　配偶者等からの暴力の根絶と被害者支援

施策分野１　配偶者等からの暴力の根絶

施策１　配偶者等からの暴力に関する周知啓発

NO　１２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
・相談者に対して、ＤＶ防止法やストーカー規制法に関す
る情報及び市役所以外にも相談できる機関があることをチ
ラシ等で情報提供した。

事　業　内　容 担当課：指導室

人権や男女平等等に関する理解促進のため、国や東京都からの情報を各学校に提供し、教職員の理解を促す。

令和７年度

事業実績

　市民との協働により、男女共同参画プランの進捗状況の評価やフォーラムの実施などに取り組みます。

事　業　内　容 担当課：企画政策課

男女共同参画プランの進捗状況を評価し、計画の推進方法等について検討する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：生涯学習推進課

公募による実行委員会を組織し、委員が互いに理解を深め合いながら交流する中で、市民参画による男女共同参画意識啓発のためのフォーラムを実施する。

　配偶者等からの暴力の防止のため、周知啓発や相談窓口等の周知を行うとともに、学校教育等における人権教育を通じて、配偶者等からの暴力が重大な人権侵害である
ことについて、理解の促進を図ります。

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

市ホームページやＤＶ周知啓発カード等を活用し、ＤＶ防止法やストーカー規制法に関する情報及び相談窓口等の周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

人権等に関する教職員の理解促進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・「性自認」及び「性的指向」
への理解が浸透しつつある成果
を基盤に、全ての教育活動を通
じて多様性を尊重する意識を醸
成し、偏見や差別の解消に向け
た取組を一層推進する必要があ
る。

・校長会や生活指導主任会、指
導室訪問等の機会を捉え、人権
教育プログラムの活用を徹底す
ることで、教職員の専門性を高
めるとともに、各校における多
様な性のあり方を尊重した指導
の充実を図る。

Ｂ Ｂ

　男女共同参画社会の実現に向けた意識を効果的に醸成するためには、市民との協働による取組が不可欠です。
　このため、市民の連携、協働により男女共同参画に関する事業を実施します。

男女共同参画推進市民会議との協働による事業の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・第６次あきる野男女共同参画
プランの策定に当たり、意見聴
取を行う。
・第５次あきる野男女共同参画
プランの策定を踏まえ、進捗状
況の評価及び公表を行う。ま
た、進捗状況の評価について
は、今年度の事業に生かせるよ
う市民会議を実施し、評価を固
める。

Ａ Ａ

女と男のライフフォーラムの実施（再掲）

　配偶者等からの暴力は、殴る蹴る等の身体的暴力だけでなく、暴言を浴びせる、長期間無視する等の心理的攻撃、生活費を渡さない等の経済的圧迫、性的暴力等、多岐
に渡り、いずれも被害者の心身に有害な影響を及ぼします。
　全ての人が互いの人権を尊重し、安心して暮らせるよう、配偶者等からの暴力の防止に向け、周知啓発や相談体制の充実等の取組を進めます。

「ＤＶ防止法」や「ストーカー行為等の規制等に関する法律（ストーカー規制法）」等に関する周知啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、相談者のニーズに
合わせ、市役所だけでなく専門
性の高い機関に関する情報提供
を行い、相談者の選択肢拡充に
つなげる。

Ａ Ａ



NO　１２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

NO　１０

事業名

施策２　若年層に対する予防啓発の実施

NO　１３
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

施策分野２　配偶者等からの暴力による被害者の支援

施策１　配偶者等からの暴力に関する相談体制等の充実

NO　１４
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：企画政策課

市ホームページやポスター等を活用し、ＤＶ防止法やストーカー規制法等の周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：指導室

人権や男女平等等に関する理解促進のため、国や東京都からの情報を各学校に提供し、教職員の理解を促す。

若年層が性犯罪・性暴力に巻き込まれないよう、予防啓発や相談窓口の周知を行います。

事　業　内　容 担当課：企画政策課

市ホームページやパンフレット等を活用し、被害の予防啓発や相談窓口の周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

　配偶者等からの暴力を受けた際に、相談がしやすい体制や母子等を保護する体制を充実させます。

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

社会的、経済的に不安定な状況に置かれている母子・父子家庭や女性に対し、相談員による自立に必要な援助や指導等の相談を行う。

令和７年度

事業実績

「ＤＶ防止法」や「ストーカー行為等の規制等に関する法律（ストーカー規制法）」等に関する周知啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・ＳＮＳの更新頻度やリーフ
レットの配布頻度を増やすなど
し、現在の取組内容の強化を図
る。

Ｂ Ｂ
実績内容

・年間を通じて、国、東京都等が発行するチラシ、リーフ
レット等を窓口に配置するとともに、市ホームページを通
じて市民への情報提供を行った。
・女性に対する暴力をなくす運動期間内に、市広報、市
ホームページへの記事掲載、公共施設におけるポスター、
啓発カード等の掲示・配布による情報提供及び意識啓発を
実施した。また、ＳＮＳを活用した周知・啓発を行った
（広報掲載１回、市ホームページ更新１回、Ｘ１回）。
・産業祭において、周知・啓発を目的に、森っこサンちゃ
んを活用し、若年層を中心に啓発カードを配布した（啓発
カード５０枚）。
・若年層の性暴力被害予防月間では、市広報、市ホーム
ページへの記事掲載による情報提供及び意識啓発を実施し
た（広報掲載１回、市ホームページ更新１回）。
・男女共同参画週間では市役所１階に啓発コーナーを設置
し、配偶者等からの暴力の防止に関する資料の展示を行っ
た。また、新たな取組として、同期間に関係部署との連携
により、公民館及び図書館における男女共同参画関連資
料・図書の展示を行った。

人権等に関する教職員の理解促進（再掲）

若年層の性暴力被害予防に関する周知啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続き、同様の取組を進
め、周知啓発を行う。 Ａ Ａ

実績内容

・年間を通じて、国、東京都等が発行するチラシ、リーフ
レット等を窓口に配置するとともに、市ホームページを通
じて市民への情報提供を行った。
・女性に対する暴力をなくす運動期間内に、市広報、市
ホームページへの記事掲載、公共施設におけるポスター、
啓発カード等の掲示・配布による情報提供及び意識啓発を
実施した。また、ＳＮＳを活用した周知・啓発を行った
（広報掲載１回、市ホームページ更新１回、Ｘ１回）。産
業祭において、周知・啓発を目的に、森っこサンちゃんを
活用し、若年層を中心に啓発カードを配布した（啓発カー
ド５０枚）。
・若年層の性暴力被害予防月間では、市広報、市ホーム
ページへの記事掲載による情報提供及び意識啓発を実施し
た（広報掲載１回、市ホームページ更新１回）。
・男女共同参画週間では市役所１階に啓発コーナーを設置
し、性暴力に関する資料の展示を行った。また、新たな取
組として、関係部署と連携し、公民館及び図書館において
男女共同参画関連資料・図書の展示を行った。

　配偶者等からの暴力は、被害者の生命身体の安全に直結する問題であり、被害者の迅速な安全確保を行うことが必要です。
　このため、相談体制を充実させ、関係機関との連携により、被害者の安全を確保するとともに、自立に向け必要な支援を行います。

女性相談、母子・父子相談の実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・相談者のメンタルケアやプラ
イバシーの保護に配慮しつつ、
安心して相談できる体制づくり
に努め、より良い問題解決がで Ａ Ａ



実績内容
相談件数　７１２件（延べ１，１０３件）
※うち、ＤＶ相談　延べ１２７件

に努め、より良い問題解決がで
きるよう、援助や助言を行う。

Ａ Ａ



NO　１５
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
・必要に応じて、母子等の身の安全を確保するための緊急
一時保護を実施した。

施策２　被害者の自立支援の推進

NO　１６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容 母子生活支援施設入所世帯　４世帯

施策３　関係機関との連携

NO　１７
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

【企画政策課】
・マニュアルを更新するに当たり、令和８年２月１３日に
庁内会議を実施した。
・ＤＶ被害者支援マニュアルを更新し、関係各課へ配付
し、運用に関する周知を行った。
庁内会議開催回数：１回
【生活福祉課】
・「ＤＶ被害者支援マニュアル」を使用し、「ＤＶ被害者
の支援」に関して各部署と連携して支援を実施した。

施策分野３　様々な暴力の防止のための啓発及び相談支援

施策１　虐待等への相談支援及び防止の啓発

NO　１８
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・障がい者虐待防止の周知・啓発を目的に、障がい者虐待
防止に関する記事を市広報に掲載した。
・障害福祉サービス等事業所に対し、障害者虐待防止の研
修会を実施した。
・昨年度研修に参加できなかった事業所に対して訪問調査
を実施した。
市広報への掲載：年１回

NO　１９
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

被害を受けた母子等の身の安全を確保する緊急一時保護の充実を図る。

令和７年度

事業実績

　配偶者等からの暴力を受けた被害者が早期に自立できるよう、関係機関と連携し、自立に向けた支援を行います。

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

被害者が落ち着いた生活を取り戻せるように、関係機関等と連携を図り、自立に向けた様々な支援を行う。

令和７年度

事業実績

配偶者等からの暴力を受けた被害者への適切な対応や円滑な支援を行うため、庁内関係部署における連携体制を維持します。

事　業　内　容 担当課：企画政策課・生活福祉課

庁内の関係部署による連絡会を運営し、市内における配偶者等からの暴力などに関する情報の共有及び連携を図る。

令和７年度

事業実績

　障がい者虐待や高齢者虐待の防止に向けて、法令や相談窓口の周知啓発等に取り組みます。また、将来的に虐待防止につながる若年層の健全育成に向け、非行防止のパ
トロール等の取組を進めます。

事　業　内　容 担当課：障がい者支援課

広報紙や市ホームページ、市窓口等における広報に加え、関係機関との研修等を通して、障害者虐待防止法の周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：高齢者支援課

市及び地域包括支援センターにおいて、高齢者虐待に関する相談窓口の周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

母子等緊急一時保護の充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続き母子等の身の安全を
確保するための緊急一時保護を
実施する。 Ａ Ａ

被害者の自立支援の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・入所施設、市各部署、警察、
児童相談所、女性センター等と
連携し、継続して実施する。 Ａ Ａ

庁内の関係部署による連絡会の運営

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

【企画政策課】
・なし
【生活福祉課】
・なし

【企画政策課】
・ＤＶ被害者支援マニュアルの
活用を図るとともに、必要に応
じて連絡会を開催し、情報の共
有及び連携を図る。
【生活福祉課】
・他部署で暴力等に関する相談
を受けた際、相談者に負担が掛
からないよう確実な情報の共
有・連携が図れるよう、連絡会
の場を活用して連携体制につい
て協議する。

Ａ Ａ

　配偶者等からの暴力に限らず、セクシャルハラスメントやマタニティハラスメント、ストーカー行為、性暴力、虐待など、人権侵害となりうる様々な暴力の防止に向
け、周知を行い、防止のための啓発及び相談支援を行います。

障害者虐待防止法の周知啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続き、周知啓発及び研修
 等を実施する。 Ａ Ａ

高齢者虐待防止法の周知啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価



実績内容

・高齢者虐待に関する相談窓口や虐待の種類等を盛り込ん
だチラシを作成し、市の窓口や公共施設、講座等で周知に
取り組んだ。
・２３件の高齢者虐待通報に対応した。
・高齢者虐待防止ネットワーク会議において、虐待事例の
情報共有を図った。

・なし
・引き続き、市の窓口や関係機
関、講座等でチラシを配布し、
普及啓発に取り組む。 Ａ Ａ



NO　２０
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・障害者虐待の届出・通報受理、受理後の障がい者の安
全・事実確認、障がい者及び養護者の相談・指導及び助
言、障害者虐待防止の普及啓発を関係機関と連携し、実施
した。

NO　２１
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・中学校区健全育成推進会議及び青少年健全育成地区委員
会による非行防止のパトロールや児童の登下校の見守りを
行うとともに、青少年顕彰ふるさと委員会委員4人が東京
都青少年健全育成協力員として、市内の図書販売店舗にお
ける不健全図書類の陳列状況等に関する立入調査を行い、
青少年の健全育成を図った。

施策２　ハラスメント防止のための意識啓発

NO　２２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、国、東京都等が発行するチラシ、リーフ
レット等を窓口に配置するとともに、市ホームページを通
じて市民への情報提供を行った。
・引き続き、企画政策課以外の関係機関等の窓口にチラシ
を設置した（性犯罪の撲滅に関連するチラシ：市内各高等
学校及び各図書館に設置）。
・男女共同参画週間に合わせ、市広報、市ホームページへ
の記事掲載を行った（広報掲載１回、市ホームページ更新
１回、ハラスメント防止セミナーに関する窓口等での情報
提供１件）。

NO　２２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、東京都が発行したチラシを公共施設へ設
置したほか、あきる野商工会の窓口に設置することによ
り、市内事業者への普及啓発を図った。
チラシの種類：１種類

事　業　内　容 担当課：障がい者支援課
障がい者虐待を未然に防ぐとともに、発見時の迅速かつ適切な対応を図るため、24時間対応を行う「障害者虐待防止センター」を運営し、障がい者及び養護者の支援体制
を強化する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：生涯学習推進課

非行防止のパトロールや不健全図書類に関しての店舗立ち入り調査などの活動を通じて、青少年の健全育成を図る。

令和７年度

事業実績

セクシャルハラスメントやマタニティハラスメント等のハラスメントを防止するため、市民のみならず、市内事業所等に対する意識啓発に取り組みます。

事　業　内　容 担当課：企画政策課

ハラスメントの防止及び性犯罪の撲滅に向け、市ホームページやパンフレット等を活用し、意識啓発を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課

ハラスメント防止に向け、市内事業所に対して周知啓発を行う。

令和７年度

事業実績

障害者虐待防止センターの運営

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、障害者虐待防止セ
ンターにおいて、障害者虐待の
防止や迅速な虐待対応ができる
体制を維持する。

Ａ Ａ

青少年健全育成活動の充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、青少年を性暴力や
有害環境から守るための体制整
備の取組として、青少年健全育
成地区委員会等において非行防
止パトロールを実施する。ま
た、青少年顕彰ふるさと委員会
委員が東京都青少年健全育成協
力員として不健全図書類の陳列
状況等に関する立入調査に取り
組む。

Ａ Ａ

男女共同参画の視点からのハラスメント防止のための啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、周知の方法及びチ
ラシ等の設置場所を工夫しなが
ら、実施する。
・ポスターやチラシについて
は、市民の目に触れやすい場所
への設置・掲示を行う。設置し
たチラシ等の配布先と部数につ
いて、継続して記録をとり、今
後の配布方法の検討材料とす
る。

Ａ Ａ

男女共同参画の視点からのハラスメント防止のための啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続きチラシやリーフレット
による周知啓発を図る。 Ａ Ａ



NO　２２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

【独自研修】
・これまで未受講の課長職及び係長・主査職を対象にハラ
スメント防止研修を実施した。「風通しのよい職場づく
り」についても、研修内容に取り入れた。
課長　　３人
係長　１８人　
【派遣研修】
・東京都市町村職員研修所が実施した新任係長及び新任課
長を対象としたハラスメント研修に、２０人派遣した。
課長　　５人
係長　１５人　

方向性Ⅲ　職業生活における女性の活躍及びワーク・ライフ・バランスの推進

施策分野１　職業生活における女性の活躍の推進

基準値 目標値 令和７年度末実績

２８．７％
令和２年度実施

３５％
２６.１％

令和６年度実施

施策１　男女の雇用機会と待遇の均等確保

NO　２３
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、国や東京都等が発行したチラシやリーフ
レットを公共施設へ設置したほか、あきる野商工会の窓口
に設置することにより、市内事業者への普及啓発を図っ
た。
チラシの種類：５種類

NO　２３
事業名

課題

数値目標
に対する

実績

目標：令和８年３月３１日までに
１　男性職員の育児休業取得率：５０％
２　女性職員の育児休業取得率：１００％
３　男性職員の育児休業(１か月以上)取得率：２５％
実績：令和７年度
１　男性職員の育児休業取得率：９１．７％
２　女性職員の育児休業取得率：１００％
３　男性職員の育児休業(１か月以上)取得率：５８．３％

実績内容
・「あきる野市特定事業主行動計画」で定める育児休業の
取得率の数値を目標として、所属長及び対象職員に対し、
適宜、育児休業に関する説明を行った。

NO　２４
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：職員課

ハラスメント防止のため、職員に対し、研修等の充実を図る。

令和７年度

事業実績

施策分野１の数値目標

「職場で男性と女性が平等になっているか」について、「男女平等である」と感じる比率
（市民アンケート調査による）

　男女が職場においてその個性や能力を十分に発揮できるよう、雇用環境の改善に向けた情報提供、労働相談、小・中学生が様々な職業に触れる機会の創出等に取り組み
ます。

事　業　内　容 担当課：商工振興課

市内事業所に向け、育児・介護休業制度の普及啓発を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：職員課

職員に対し、育児・介護休業制度の普及啓発を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課

パートタイム労働等の労働条件向上のため、情報収集及び提供を行う。

令和７年度

事業実績

男女共同参画の視点からのハラスメント防止のための啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・東京都市町村職員研修所へ職
員の派遣を実施するとともに、
独自研修の実施について検討す
る。

Ａ Ａ

　雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律の改正などにより、男女が性別により差別されることなく、その個性と能力を十分に発揮できる雇
用環境へと改善が進められています。しかしながら、依然として、従来の固定的な性別役割分担意識により、希望する働き方の選択肢は限られています。
　このため、女性活躍推進法に則り、働く場面で活躍したいという希望を持つ全ての女性がその能力等を発揮できるよう、雇用環境の改善に向けた情報提供、就労支援等
に取り組みます。

育児・介護休業制度の普及啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続きチラシやリーフレッ
トによる周知啓発を図る。 Ａ Ａ

育児・介護休業制度の普及啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続き、育児休業対象者及
び所属長に対し、育児休業に関
する説明を行う。 Ａ Ａ

パートタイム労働等に関する情報収集及び提供

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

Ａ Ａ



実績内容

・年間を通じて、国や東京都が発行したチラシを公共施設
へ設置し、市民への周知を図ったほか、あきる野商工会の
窓口に設置することにより、市内事業者への普及啓発を
図った。
チラシの種類：２種類

・なし
・引き続きチラシやリーフレッ
トによる周知啓発を図る。 Ａ Ａ



NO　２５
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・労働に関して法的な問題がある場合は、法律相談を行っ
た。また、東京都労働相談センター等の相談窓口を紹介す
る等の対応をした。
・労働に関するリーフレットを窓口に配置した。

NO　２５
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、国や東京都等が発行した、労働相談に関
するチラシやリーフレットを公共施設へ設置し、市民への
周知を図ったほか、あきる野商工会の窓口に設置すること
により、市内事業者への普及啓発を図った。また、窓口や
電話により相談があった場合には、相談内容に応じて、東
京都労働相談センターや東京都労働局総合労働相談コー
ナー等など、適切な相談窓口を案内した。
チラシの種類：８種類

NO　２６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、東京都が発行したチラシ等を公共施設へ
設置し、市民への周知を図ったほか、あきる野商工会の窓
口に設置することで、市内事業者への情報提供を行った。
チラシの種類：１種類

NO　２６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績

目標：令和９年３月３１日までに
新規女性就農者１人以上
実績：令和４年１０月に女性１人が認定新規就農者とな
り、令和５年４月から就農開始した。

実績内容

・農業経営を安定させるための補助事業のバックアップを
行うほか、女性農業者向けイベント参加の積極的な声掛け
を行った。
・各種セミナーやフォーラムなどの情報提供を行った。

NO　２７
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・各校がキャリア教育の全体計画及び年間指導計画を作成
し、キャリア教育で育成を目指す４つの基礎的・汎用的能
力の育成を図った。
①人間関係形成・社会形成能力
②自己理解・自己管理能力
③課題対応能力
④キャリアプランニング能力
・中学校は職場体験を通して考え、小学校は基礎の人間関
係を考えて行動することを発達段階に応じて指導した。

事　業　内　容 担当課：市民課

市民相談の一環として、労働に関する法や制度等の相談を実施する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課

労働相談を実施する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課

商工業等の自営業における女性の労働条件等の改善を図るため、情報提供を行う。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：農林課

女性就農者の確保に向けて、農業における女性の労働条件等の改善のため、情報提供を行う。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：指導室

学校教育において、自己の生き方を考える指導を推進し、個に応じた望ましい進路選択ができる能力の向上を図る。

令和７年度

事業実績

労働相談の実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き法律相談や東京都労
働相談情報センター等を紹介す
る。また、労働に関するリーフ
レットを窓口に配置する。

Ａ Ａ

労働相談の実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続きチラシやリーフレッ
トによる周知啓発を図るととも
に、窓口や電話による相談が
あった場合には、適切な窓口を
案内する。

Ａ Ａ

啓発活動の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続きチラシやリーフレッ
トによる情報提供を行う。 Ａ Ａ

啓発活動の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、新規女性就農者の
獲得を目指していくとともに、
既に就農した女性農業者に対し
ても、各種セミナーやフォーラ
ムの広報活動に注力し、積極的
な参加を呼びかけることで農業
経営がしやすくなるような体制
を整えていく。

Ａ Ａ

個にとって望ましい勤労観・職業観を育む教育の充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・一人ひとりのキャリア形成と
自己実現を支援するに当たり、
学習や生活の「見通し」と「振
り返り」を一体的に捉えた指導
の充実が必要である。特に、学
びの軌跡を将来の生き方へとつ
なげ、新たな学習や生活への意
欲を喚起する系統的な活動の推
進が必要である。

・特別活動を中心に、教育活動
全体で社会的・職業的自立の基
礎となる資質・能力を育む。特
に、個々の学びの過程を振り返
り、新たな学習や生活の目標設
定につなげる活動を推進するこ
とで、自己実現に向けた主体的
な意欲と将来を切り拓く力を醸
成する。

Ｂ Ｂ



NO　２８
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
・総合的な学習の時間等において、自ら設定した課題につ
いて、様々な事業所等の調査・見学や、職業体験をするこ
とで課題を解決し、必要な資質・能力の育成を図った。

NO　２９
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
・男女別の育児休業取得率、男性職員の出産支援休暇及び
育児参加休暇の取得促進を図るとともに、取得率など８項
目を公表した。

施策２　女性等の能力発揮と職業能力開発の支援

NO　３０
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、国や東京都が発行したチラシ等を公共施
設へ設置し、市民への周知を図ったほか、あきる野商工会
の窓口に設置することにより、市内事業者への普及啓発を
図った。
チラシの種類：１３種類
・あきる野創業・就労・事業承継支援ステーションBi＠
Staにおいて、ハローワークの求人情報端末の設置や市内
事業者の求人情報を掲載し、情報提供を行った。

NO　３１
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

NO　３２
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：指導室

学校教育において、最先端の技術を有する市内事業所の見学など、様々な職業に触れる機会の創出に取り組む。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：職員課

あきる野市特定事業主行動計画を推進するとともに、推進状況を公表する。

令和７年度

事業実績

　女性等の就職や再就職、起業等について、能力開発の支援や情報提供に取り組みます。

事　業　内　容 担当課：商工振興課

就労の際に役立つ技能や技術の習得のための情報収集及び提供を行う。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課

就労意欲を持つ子育て中の女性に対し、ワーキングセミナーを開催することや再就職に関する情報を提供する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課

女性の起業活動を支援する。

令和７年度

事業実績

様々な職業に触れる機会の創出

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・地域の事業所数や受入れ条件
の制約により、多様な体験先の
確保が困難である。今後は教育
効果を高めるための受入れ先の
広域化や、持続可能な連携体制
の構築が必要である。

・年間指導計画に基づき様々な
職種や業種での体験を充実さ
せ、多様な職業観に触れる活動
を通して、社会的・職業的自立
に必要な資質・能力を計画的に
育成する。

Ｂ Ｂ

あきる野市特定事業主行動計画の推進

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、育児休業対象者及
び関係者に対し、育児休業に関
する情報を周知するとともに、
特定事業主行動計画に基づき育
児休業取得率等について公表す
る。

Ａ Ａ

就労の際に役立つ技能や技術の習得のための情報収集及び提供

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続きチラシやリーフレッ
トによる情報収集及び提供を図
るほか、Bi@staにおける就労
支援機能の周知を図る。

Ａ Ａ

子育て中の女性の再就職支援の実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続きチラシやリーフレッ
トによる周知啓発を図るか、
Bi@Staにおける就労支援機能
の周知を図る。また、ハロー
ワーク青梅等との共催による子
育て中の女性を対象としたセミ
ナーを開催する。

Ａ Ａ
実績内容

・東京都が発行したチラシやリーフレットを公共施設へ設
置し市民への周知を図った（チラシ等の種類：２８種
類）。
・あきる野市創業・就労・事業承継支援ステーション
Bi@Staにおいて、ハローワークの求人情報端末の設置や
市内事業者の求人情報を掲載し、情報提供を行った。
・ハローワーク青梅との共催により、子育て中の女性を対
象とした「しごとと子育て両立応援ミニセミナー」を開催
した。
セミナー実績
令和７年９月２６日　参加者：１６人
※内容は、ライフワーク・バランスについて考えるワーク
ショップなど
令和８年３月１３日　参加者：２人
※内容はハローワークの概要、就職活動準備、応募書類の
作成、面接対策など

起業に関する支援

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・引き続き創業相談や創業ミニ Ａ Ａ



実績内容

・年間を通じて、Bi@Staにおいて創業相談や創業ミニセ
ミナーを実施した。また、Bi@Staの創業支援事業の一環
として、必要に応じて情報提供を行った。
女性創業者：６人

・なし
・引き続き創業相談や創業ミニ
セミナーを実施する。 Ａ Ａ



NO　３３
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・五日市活性化戦略委員会と移住・定住部門が連携し、
「空き店舗見学会」を実施した。また、あきる野商工会及
びBi@Staを通じて、創業を希望する方を中心に見学会の
チラシを配布し、周知を行った。
参加者：１２人

NO　３４
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容
自立支援教育訓練給付金　０件
高等職業訓練促進給付金　７件
高等職業訓練修了支援金　１件

NO　３５
事業名

課題

数値目標
に対する

実績

目標：令和７.３.３１までにヘルパー派遣の利用件数
　　　３件(延べ２００日)
実績：１件（延べ７日）

実績内容 利用件数　１件（延べ７日）

施策分野２　ワーク・ライフ・バランスの推進

基準値 目標値 令和７年度末実績

３１．０％
令和２年度実施

３５％
４１.１％

令和６年度実施

４社
令和３年１０月１日現在

１０社 １０社

施策１　ワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発

NO　３６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

事　業　内　容 担当課：商工振興課

起業を目指す女性を支援するため、空き店舗等の情報提供を行い、活用促進を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

ひとり親家庭の親の就業の際に、職業スキルの向上等、主体的な能力開発を支援する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

ひとり親家庭の親が職業能力開発センターに通学するなど、自立を促進するために必要な事由等により、一時的に支援が必要な家庭にホームヘルパーを派遣する。

令和７年度

事業実績

施策分野２の数値目標

「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を「内容を含めて知っている」という比率
（市民アンケート調査による）

あきる野市ワーク・ライフ・バランス推進事業所認定事業における認定事業所数

　ワーク・ライフ・バランスを推進するため、意識啓発に取り組みます。

事　業　内　容 担当課：企画政策課

国や東京都と連携し、市ホームページ等の活用により、市民等に対し、ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発を図る。

令和７年度

事業実績

空き店舗活用の支援

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、五日市活性化戦略
委員会と移住・定住部門が連携
し、「空き店舗見学会」を開催
し、見学会で紹介できる物件の
開拓の支援を行う。
・あきる野商工会及びBi@Sta
と連携し、起業を目指す女性へ
「空き店舗見学会」に参加して
もらえるように開催に向けて支
援していく。

Ａ Ａ

ひとり親家庭への自立支援給付費の支給

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き職業スキルと自立能
力の向上につながるよう支援す
る。また、ハローワークにおい
ても類似した事業があることを
説明し、対象者の状況に応じた
制度の利用を促す。

Ａ Ａ
ひとり親家庭ホームヘルプサービスの充実

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続きこども家庭センター
と連携し、この事業を必要とす
る対象世帯に提案する。 Ａ Ａ

　男性も女性も、一人一人が、やりがいや充実感を持って働き、仕事上の責任を果たしながらも、家庭や地域生活などの様々な場や各自のライフステージにおいて、多様
な生き方が選択・実現できる環境を整備していくことが求められています。
　このため、「仕事」と、子育てや親の介護、地域活動などの「生活｣との調和がとれ、双方が充実しているワーク・ライフ・バランスの実現を目指し、意識啓発や子育
て・介護支援等の取組を進めていきます。

ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・周知については、その方法及
びチラシ等の設置場所を工夫し
ながら、継続して実施する。ま
た、設置したチラシ等の配布先
と部数について、継続して記録
をとり、今後の配布方法の検討
材料とする。
・引き続き、ワーク・ライフ・
バランスの啓発事業として、男
女共同参画週間に合わせ、市役 Ａ Ａ

・国や都から提供のあったセミナー等のチラシ、啓発用
リーフレット等を企画政策課、商工振興課、こども家庭セ
ンター等の窓口に設置した。
・ワーク・ライフ・バランスの啓発事業として、男女共同



・なし
女共同参画週間に合わせ、市役
所等で関連資料の展示を行う。
・「あきる野市ワーク・ライ
フ・バランス推進事業所認定事
業」について、市ホームページ
や市広報でのＰＲを継続して行
う。
・都ホームページへの掲載など
により、本市のワーク・ライ
フ・バランスの取組を紹介して
もらい、情報発信力を高める。

Ａ Ａ
実績内容

・ワーク・ライフ・バランスの啓発事業として、男女共同
参画週間に合わせ、市役所等で関連資料の展示を行った。
・市が実施する「あきる野市ワーク・ライフ・バランス推
進事業所認定事業」について、市ホームページや都ホーム
ページでＰＲを行うとともに、市広報においては、一面に
掲載し、市民の目に触れやすい機会を作った。
（広報掲載３回、窓口等での情報提供６件）
・東京都ウィメンズプラザにおいて、本市のワーク・ライ
フ・バランスの取組について紹介してもらった。



NO　３６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・年間を通じて、東京都が発行したチラシ等を公共施設へ
設置したほか、あきる野商工会の窓口に設置することによ
り、市内の事業者への普及啓発を図った。
チラシの種類：１種類

NO　３６
事業名

課題

数値目標
に対する

実績

目標：令和８年３月３１日までに
年次有給休暇の平均取得日数
１５日以上
実績：令和７年度
平均取得日数１３．２日

実績内容

・ノー残業デーの周知及び週休日の振替（休日の代休を含
む。）の促進に取り組むとともに、「夏休＋（プラス）」
として夏季休暇と合わせた年次有給休暇の取得促進を実施
した。また、年次有給休暇の取得率が低い管理職に対し、
研修等で周知した。

NO　３７
事業名

課題

数値目標
に対する

実績

目標：令和９年３月３１日までにワーク・ライフ・バラン
ス推進事業所認定事業における認定事業所数：１０社
実績：認定事業所数：１０社（令和７年度末時点）

実績内容

・「あきる野市ワーク・ライフ・バランス推進事業所認定
事業実施要綱」に基づき、事業所認定を進めるため、市広
報及び市ホームページで事業のＰＲを行ったほか、申請に
ついて事業者へ直接的な働きかけを行った結果、新たに３
社を認定した。
・事業の更なる周知・啓発方法の検討に向けた参考とする
ため、令和６年度末時点で認定済みの７事業所を対象にア
ンケートを実施し、認定を受けたことによる反響、効果、
その後の取組状況等の把握を行った。

NO　３７
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・東京都が発行したチラシ等をあきる野商工会の窓口に設
置したほか、あきる野商工会を含む認定事業者１０社のポ
スターを掲示し、市内事業者への普及啓発を図った。
チラシの種類：１種類

事　業　内　容 担当課：商工振興課

市内事業所に対し、ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：職員課

職員に対し、ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発を図る。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：企画政策課

ワーク・ライフ・バランスの啓発に向けて、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組む市内事業所を認定するとともに、広報紙等でその取組内容を周知する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：商工振興課
ワーク・ライフ・バランスの啓発に向けて、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組む事業所として認定された事業所について、あきる野商工会を通じてその取組内容
を周知する。

令和７年度

事業実績

ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続きチラシやリーフレッ
トによる周知啓発を図る。 Ａ Ａ

ワーク・ライフ・バランスに対する意識啓発

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・部署間で業務負担に差があ
り、特定部署（職員）の負担が
大きい傾向が見られる。

・勤怠管理やテレワークなどの
勤務形態に係る適切な助言等を
行う。また、ノー残業デーの周
知及び週休日の振替の促進に取
り組むとともに、引き続き年次
有給休暇の取得について、研修
等で周知する。

Ａ Ａ

ワーク・ライフ・バランスを推進する事業所の認定及び周知

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き、市ホームページ等
で周知を行うほか、事業所への
直接的な働きかけを行う。
・令和７年度に実施した認定済
みの事業所へのアンケート結果
を生かした事業の周知及びワー
ク・ライフ・バランスの啓発を
行う。

Ａ Ａ

ワーク・ライフ・バランスを推進する事業所の認定及び周知

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし
・引き続きチラシやリーフレッ
トの設置及びポスターの掲示等
による周知啓発を図る。 Ａ Ａ



施策２　子育て支援による家庭生活との両立

NO　３８
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・妊娠届や出生届などの提出時に、るのキッズＷｅｂ及び
るのキッズアプリのチラシを配布し、周知を図った。
・るのキッズＷｅｂの掲示板やイベントカレンダー及びる
のキッズアプリのプッシュ通知を利用して、他部署や関係
機関から子育て情報の発信を行った。
１　るのキッズＷｅｂ
　　アクセス件数　　　１２９，９０８件
２　るのキッズアプリ
　　ダウンロードユーザー　３，０２９人
　　(令和８年３月末時点）

NO　３５
事業名

NO　３９
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

・子育てひろばと一体化して行った講座等で交流の場を提
供し、親子で参加できる講座や父子交流の場など幅広い子
育て世代同士の交流や情報交換を促進した。また、子育て
ひろばにおいては、子育てに関する相談を受ける体制を確
保し、関係機関につなぐ等情報提供に努めた。

NO　４０
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

実績内容

１　提供会員養成講習会、意見交換会及び会員交流会　
　等を実施した。
２　登録者数　　 ７３９人
（１）提供会員数 １９２人
（２）依頼会員数 ５３６人
（３）両方会員数　 １１人
３　活動件数 １，１２５件

NO　４１
事業名

課題

数値目標
に対する

実績
─

　男女がともに育児と家庭、仕事の両立ができるよう、多様なニーズに対応した子育て支援サービスの充実に努めるとともに、地域全体で子育てを支える仕組みづくりに
取り組みます。

事　業　内　容 担当課：こども政策課

市ホームページ、メール配信サービス等の活用により、子育てに関する情報の発信を行う。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：生活福祉課

ひとり親家庭の親が職業能力開発センターに通学するなど、自立を促進するために必要な事由等により、一時的に支援が必要な家庭にホームヘルパーを派遣する。

事　業　内　容 担当課：こども家庭センター

地域の子育てグループ（子育てサークル）に関する情報を把握し、情報提供に取り組むとともに、情報交換のために連絡会や交流会等の機会を設ける。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：こども家庭センター

地域で育児等の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、育児等について助け合う会員組織であるファミリー・サポートセンターを運営する。

令和７年度

事業実績

事　業　内　容 担当課：こども家庭センター
保護者が疾病等の社会的理由により、一時的に養育が困難となったときやリフレッシュしたいときに利用できる乳幼児ショートステイ事業及び乳幼児一時預かり事業を実
施する。

令和７年度

事業実績

子育て支援に関する情報の発信

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・他部署による、るのキッズア
プリのプッシュ通知機能の活用
が充分できていない。

・るのキッズＷeｂ及びるの
キッズアプリのチラシの配布や
市のメール配信サービス等を使
い、周知を行う。
・他部署に対し、るのキッズア
プリのプッシュ通知機能を利用
した情報発信について周知を行
い、子育てに関する情報発信の
強化に努める。

Ａ Ａ

ひとり親家庭ホームヘルプサービスの充実（再掲）

子育てグループ等への活動支援

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・交流を望む保護者同士が自然
と関わり合い、相談できる環境
を整える必要がある。

・保護者同士が気軽に交流した
り、相談できる雰囲気づくりを
子育てひろばに常駐する保育士
等が心掛けるとともに、子育て
講座の実施や周知等を継続して
行う。

Ｂ Ｂ

ファミリー・サポート・センターの運営

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・なし

・引き続き事業を実施するとと
もに、市ホームページでの周知
やチラシの配布などによる、事
業の周知・啓発と新規会員の確
保を図る。

Ａ Ａ

乳幼児ショートステイ事業及び乳幼児一時預かり事業の実施

令和８年度
実施予定内容

（担当評価）
実績に係る評価

（市民会議評価）
男女共同参画の視

点からの評価

・引き続き事業を実施し支援を

１　子どもショートステイ事業
（１）実施施設 乳児院及び児童養護施設
　  定員０歳から２歳まで５人、３歳から５歳まで５人
　  延べ利用人数　２０３人（延べ利用日数３９２日）
（２）実施施設　母子生活支援施設



・なし

・引き続き事業を実施し支援を
行う。また、関係機関と連携
し、必要とする家庭に情報提供
することで利用を促進してい
く。

Ａ Ａ
実績内容

（２）実施施設　母子生活支援施設
　  定員 小学１年生から６年生まで４人
　  延べ利用人数　　２５人（延べ利用日数３９日）
（３）協力家庭（市内６世帯）
　  定員 小学１年生から６年生まで４人
　  延べ利用人数　　１３人（延べ利用日数２３日）
　※令和４年度から対象に小学生を追加し、子どもショー
　トステイ事業に名称変更をしている。
２　乳幼児一時預かり事業（一般型）
（１）新規登録人数　　９５人
（２）延べ利用人数　４８２人
（３）利用時間単位の総数 １，０７２枠


